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はじめに

昨年度､学部と大学院のゼミの一環で､ ｢島喚の考古学｣をテーマに佐渡島をフィ1L,ド

として研究室として取り組んできたoその成果は､本誌前号の中で報告させていただいた.

その概要は､佐渡島内の縄文貝塚出土人骨と共に受け入れた医学部第-解剖学教室所蔵の

いわゆる小片コレクション中の考古資料と､当人文学部考古学研究室への寄贈佐渡島出土

考古資料､さらに新に実査した佐渡島内遺跡での採集考古資料を資料紹介し､併せて一部

石器素材の黒曜石産地分析を外部に依託してそのデータを報告するといったものであるo

その結果､佐渡島内の縄文中-晩期の土器の外来系土器と在地の土器の少なからず貴重な

資料を提供できた｡また､縄文時代石器素材のうち､特に黒曜石の産地同定から､縄文時

代における佐渡島内外の交易の様相を垣間見たoその他､弥生末-古墳時代前期の玉作関

係資料や古代の製塩関係資料を僅かではあるが追加することができた0

今年度は､佐渡島との関係から､新潟近海の二番目に大きい島､粟島を対象に､地元粟

島浦村教育委員会の協力のもと踏査を実施し､さらに既出資料の再調査を行った.粟島と

佐渡島､本州島との交流関係を考古資料から探ってみたい｡

(橋本 博文)

調査経過

7月5日 粟島浦村文化財館所蔵の考古資料の確認､粟島浦村公民館で資料の洗浄､図化､

拓本とり等の資料化作業

6日 午前-粟島北部の角清適跡､牧平遺跡の踏査､莱島東部内浦地区の粟島小学校

遺跡､観音寺遺跡､教員住宅遺跡､元公民館遺跡､役場･診療所遺跡の踏査､

粟島小学校遺跡にて遺物2点(土製晶)採集

午後-粟島浦村公民館で前日に引き続き資料化作業

7日 午前-粟島南東部の茂崎島遺跡踏査､粟島西部釜谷地区も踏査予定であったが

雨天のため中止､粟島浦柑公民館での資料化作業

午後一粟島浦村公民館で写真撮影などの資料化作業

(奥山 優-)
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第1図 粟島主要遺跡位置図
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渡･越後文化交流史研究

粟島の自然

1.地 形

粟島ほ､新潟県村上市の北西海上約34kmにある､周囲18･5km､面積9.85如の小島であるo

長さ71くm､幅2km､丘陵性で起伏が少なく3-4層の段丘地形をなし､北から高畑､大坂､

小柴(265･3m最高地点)､金鉢､ドゥヤシキなど200-250m級の高さの峰が続く｡北端ほ

広い台地をなし､かつて放牧も行われて牧平と呼ばれるが､現在ほ一部が畑地に利用され

ている｡

中央部にほ､比較的大きな2つの谷が横断するように両側の海岸から延び､島を南部と

北部に分けているo谷は解析も進んで深く小谷も多いが､新潟地震による減水､渇水で水

量が乏しく､常時水の流れる川ほ角滞､内浦､釜谷､および外浦のタカシドなどにある数

本にすぎない｡

また島の周囲は急坂や断崖に囲まれ､ことに外偶の沈降海岸は峻険複雑で入江や小島が

多く景勝に富むo角滑､内浦､丸山滞などのわずかな砂浜のはかはいずれも岩盤､転石､

玉石などの浜であるが､新潟地震によって､島のはば全周にわたり､海岸が1
m前後隆起

し､岩礁が幅広く陸化した｡

暖流の対馬海流は外洋を島近く北進し､その分流が前浜を回るが､流絡や流勢は年によっ

て変動が大きい｡対岸の越後の洪水時には濁流が流れ寄って多くの漂流物を磯辺に運び､

草木の種子や根､虫叛の卵や生体の運び込まれることも少なくないo

2.地 質

地盤は第三紀中新世の黒色京岩と､それに質入した粗粒玄武岩とが交互に配列しており､

粗粒玄武岩ほ海蝕に抗して岬や断崖をつくり､茸岩部は風化が進んで渓谷や入江などとな

る｡内浦にはわずかに洪横台地があり､近くの-ゲノ-マの断崖は花尚岩の露頭である.

海岸の断崖のはかはよく表土に覆われ､山野で岩盤の露出しているところははとんどないo

3.気 候

一応､日本海気俵区に入るが､やや海洋的であり､暖流の影響により比較的温暖で､は

るか北方に位置しながら新潟よりもいくらか高温である｡海流と季節風の関係で初夏に濃

霧の日も続き､冬季には激しい北西の風をまともに受けるが､遮る高蜂も濃密な樹林もな

いため降雪は少なく､横雪は10cmはどでしかも消えやすく､ 30cm以上のことは極めてまれ

だというoまた対岸に比べて根雪が遅くて融雪が早く､通例3月には谷間の雪も消え去るo

(坂爪 彩子)

- 3 -



新潟大学考古学研究室2003年粟島調査報告

粟島小学校遺跡

1.遺跡の概要

粟島小学校遺跡は､粟島の東側海岸部のはば中央部を占める内浦部落の南端部､粟島小

学校の敷地内の､海抜約2-3mの砂地に所在する遺跡である｡周辺は黒色砂層で､包含層

を有していたと考えられる｡昔はここに入所神社があり､明治の大火によって焼失したた

めに寺(観音寺)と神社が隣接しているのは適当ではないということで現在地に移築した

という(本間･計良1972)｡当遺跡は縄文時代の遺物と古代･中世の遺物が確認される複合

遺跡である｡

2.研究略史

遺跡の発掘調査は行われておらず､遺物はすべて表面採集によるものである｡縄文時代

の遺物と､古代の遺物の存在が確認されている｡昭和12年11月､粟島小学校造成作業中に

遺物が出土した｡

1)縄文時代の遺物

縄文時代の遺物については､縄文土器の破片若干と石鍍1点､石棒1点が粟島公民館に

保管され､磐舟文筆博物館(現在廃館｡所蔵品は村上市郷土資料館に寄贈された｡)にも若

干の縄文土羊破片と石鍍が保管されたことが報告されている｡ F莱島-1972-』において､

縄文時代の遣物として紹介されているものは､縄文土器が8点､石紡が1点､石棒が1点で

あるo

縄文土器は破片に過ぎないが､半裁竹管文と見られる2粂の隆起線を施すなど隆線を施

すものと､縄文を施すものの2種がみられた｡隆線を施すものは縄文中期前半･中期後半･

後期前半､縄文を施すものは中期後半から後期に位置すると考えられた｡石鎌は有柄式の

打製石銭で､石質はドロマイト質の団塊(ノジュール)であり､濃褐色を呈すo石材は粟

島の海岸部で多く産出するものである｡石棒は長さ57.5cm､中央部断面円形で径8.7cmの大

型･打製の石棒であるo全体を蔽打加工し､両端に割り込みはなく､一端はやや平ら､も

う一端はやや細めて平らであるo石質は島内で多く産出するう阻粒玄武岩質で､全体に茶黒

い色をしているo 大型･粗製であることから縄文時代中期に位置すると考えられたo なお､

石器の石質及び産地は調査当時の新潟大学理学部､西田彰一氏･茅原一也氏によって同定

された(本間･計良1972)0

2)古代の遺物(第2図1-3)

古代の遺物については､須恵器片4点､陶質括鉢片1点､施粕陶器杯の完形晶1点の出

土が確認されている｡以上の遣物は奈良-平安時代の須恵器とされた(本間･計良1972)｡

須恵器片で今踏査中実測できたのは2点である(1･ 2)｡いずれも賓の胴部片で､内側

に青海渡文を有し､外側にほ｢かご目状文様｣と呼称する叩き目を有するが､それぞれの

PPき目には差異が見られる｡陶質捨鉢は､卸目の数は確認できる現状で7日である｡

施粕陶器杯(3)についても今踏査中に実測し､新たに資料化した｡
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完形品で口径13.2cm､器高2.4cm､底径7.3cm､底部器厚0.5cmである｡ロクロ成形(右回転)

で底部には回転糸切りによる切り離し痕が見られる｡ ｢粟島の考古｣では付高台の可能性を

指摘されていたが､今回の観察で付高台を確認した｡黄白色の粕薬ほ｢流掛｣の方法によ

り､休部内外面の下位まで人工的にかけ流されている｡この粕薬は灰粕の可能性がある｡

胎土は黄白色で須恵器のものと異なり､硬く高火度焼成されている｡時期としては､ ｢本遺

跡から一緒に出土している須恵器のある時期､すなわち平安時代後期から末期くらいにそ

れらの須恵器とともに伝来されたものではなかろうか｣ (本間･計良1972)とされていたが､

今調査の観察でほそこまでの言及は難しかった｡

3.遺跡の現況および遺物の現況について

遺跡は､現在粟島小学校の敷地で､学校の校舎が建っているかもしくはグラウンドとなっ

ており､さらにその周辺は近隣の住宅が所有する畑地となっている｡

今回の踏査において､小学校敷地内及び周辺の畑地について表面採集調査を行ったとこ

ろ､土玉2点､陶器の口綾部破片が1点見つかったはかは､目立った資料を得ることがで

きなかったo遺物の詳細は次節にて述べることとするo

｢粟島の考古｣において､粟島小学校遺跡から表面採集された資料は､粟島公民館に収

蔵されていると記述されていたo 今回の踏査で､粟島の歴史資料を収蔵してある粟島浦村

の文化財館にこれらの資料を求めたところ､縄文土器8点､石鍍1点､石棒1点について

確認することができなかった｡古代の遺物についてはその存在を確認することができるも

のがあり､前述のとおり須恵界片2点と施粕陶器杯1点について実測を行い､新たに資料

化したo『粟島-1972-』に記載されている他の古代遺物については､存在を確認できなかっ

たo

4.遺物の分析(第2図-4･5)

･土錘(4･5)

4ほ球を上からつぶしたような形で､ 5はさらに不整形である｡縄文･弥生土器と同

じような軟質褐色のものである｡棒状のものに粘土を巻きつけて焼成したものである

と考えられる｡胎土について土器資料との対比が出来ない為､当遺跡とからめてその

時代を特定することは難しい｡球形の土錘とするのが妥当ではないかと考える｡

5.小 結

今回の踏査で､当遺跡出土の縄文時代の遺物や舌代の遺物の一部について文化財館では

確認することができず､後日､粟島小学校や村上市郷土資料館に問い合わせたが､これら

の遺物は確認できなかった｡資料の保存環境は良いとはいえず､詳細な捜索を行えば見つ

かる可能性はある｡当遺跡は粟島で最も多くの縄文時代の遺物を出土しているが､それら

は先史時代の粟島の様相を物語る重要な資料であった｡その紛失は痛ましいことである｡

現在確認されている中ではもっとも時代幅を持つ遺跡であり､詳細な調査が行われれば必
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ずや粟島の歴史を考察する上で貴重な情報を提供してくれるであろうo今後の分析に期待

したい｡

(奥山 優-)

Lm(アミ点は繊範囲) Oti
cm

(4･5のみ)

第2同 業島小学校遺跡遺物実測図

第1表 粟島小学校遺跡出土陶器観察表

遺物No. 券種 胎土 焼成 色調外面

色調内面

部位

残存率
口径
政経

残存高

手厚

備考

3 施鞄陶器杯 精良 良好 灰オリーブ5Y6/2
亡±′

フt= 13.2 2.4 pタロ成形(右回転)､底部切
択オ1)-プ5Y6/2 7.3 0.5 離し回転糸切り､ロ線部周辺

に和英かかる

(単位ほcm)

第2表 粟島小学校遺跡採集土錘観察表

遺物No. 種別 現長 最大径 孔径(mn) 現長/最大径 色調 備考

4 土錘 2.2 3.1 9 0.71 紅ぷい樫5YR7/4 完形o砂粒含むo

5 土錘 2.4 3.6 10 0.67 浅黄樫7.5YR8/4 完形b砂粒多く食むo

(現長･最大径の単位ほcm)
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元公民館遺跡

1.遺跡の概要｡研究略史

内浦の町並の中心通りに接して所在する｡隣家の屋号を｢丸や｣というため｢丸や脇遺

跡｣の別称がある｡周辺ほすべて砂層で､粟島小学校遺跡同様黒色砂層を呈し､包含層を

有していたと考えられるo遺物は､ ｢石棒か?｣とされる石器1点のみが確認されているo

元公民館遺跡については､粟島小学校遺跡からは約200m程離れた地続き地帯で近距離に

あることから､同時期の遺跡､すなわち縄文時代中期後半から後期前半あたりに相当する､

と考えられている(本間･計良1972)a

2.遺跡の現況及び遺物の現況について

現在､遺跡周辺は宅地となっている.今踏査では表面採集は行わなかったo唯一の出土

遣物である石器について､ ｢粟島の考古｣ (本間･計良1972)の記述でほ､粟島公民館に保

管されている､と記述されていた｡ 2003年7月5日の踏査時にほ粟島浦村の文化財館に保

管されていることが確認できたので､新たに実測図を作成した｡

3.遺物の分析(第3図-6)

当遺跡出土の石器の特徴について観察したことを述べる｡ ｢粟島の考古｣において､この

遣物は石棒である可能性が指摘されているので､説明の便宜上石棒における部位名称を用

いることにする｡

実測の結果この石器は長さ20.7cm､最大幅6.9cm､断面短径5.7cm､長径6.2cmであった.

材質は本間氏･計良民の先行研究において安山岩とされていたが､観察の結果角閃石の結

晶が見られ､材質は角閃石安山岩であるといえる｡断面の形状は楕円形である｡頭部と見

られる部分は判然とし､稜状を形成している｡丁寧に磨いて造り出され､その部分のみ表

面が滑らかであるo約3/5が欠損しており､この部分より下について稜線は明瞭でないo胴

部と見られる部分は､頭部に比して太い幅を持つ｡その下部片面に大きく割り取られたと

思われる剥離部があり､約3/7程度が欠損している｡頭部欠損面と､欠損面を中心とする胴

部裏面が灰赤色の色調を呈していることが観察された｡これは､この石器に何らかの熱が

加えられたことにより変色した結果であると考えられる｡明確な意図を持った破壊とは考

えづらいが､変色が欠損面にのみ見られるので欠損と変色は人為の行動による何らかの関

連性を持っていると考えられる｡

粟島において､棒状の石器は元公民館遺跡出土のものの他に､近隣の粟島小学校遺跡か

ら1点出土しているが､粟島小学校遺跡のものは敵打製成で､無頭であるうえに､粗粒玄

武岩という在地の石材を使用しており､単頭で､粟島では産しない角閃石安山岩である元

公民館遺跡の石巻とは関連性を見出しにくい｡

元公民館遺跡の石器について､ ｢粟島の考古｣においては､石棒のほかにこの石器を漁労

具の石錘と見る向きもあったo これは､佐渡地方の弥生時代末-古式土師蕃の時期に見ら
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れる茄子形の石錘の出土例を受けたものであると考えられる.これらの石錘は､一見する

と石棒に似た形状をしている.石棒とくらべて胴部が若干短く､長さは約20cm前後で､ 30

cm以上のものもある｡しかし､現状では粟島には佐渡の石錘と同時代の遺物は見られない

ため､石棒という評価に比べて根拠に欠けるo

石棒は､炉とつながる出土状況や火熱による折損変色から祭絶と火の関係､副葬品とし

ての出土など､様々な呪術的機能を発揮したという説がある(小林2002)｡その説でとりあ

げている中期末-後期初頭の炉に配置したような大型品や晩期のはっそりした小型の叛で

もなく､元公民館遺跡の石器は太くて小型のものであるが､大きな欠損と欠損面の比熱痕

と見られる変色は､この石器の性格を石棒とする説を支持するものである｡ ｢粟島の考古｣

では､ ｢石質が安山岩質であり､この石質ほ粟島から産しないことから､対岸本州の岩船地

方あたりからの搬入を考えねばならない｣ (本間･計良1972)という評価を受けている｡粟

島からは産しない安山岩(角閃石安山岩)を用いていることと､岩船地方､とりわけ村上

市内の海岸部､上海府の海岸段丘･河岸段丘上､標高40-60mの付近で縄文中期から後期

の遺跡が点在し､石棒の出土例がある縄文時代の遺跡が存在することから､この評価は､

現時点では妥当なものであるといえよう｡

元公民館採集の石器は石棒として考えれば､長さに比して幅が太く､頭部が三角状で､

明瞭な段を作り出すことによって休部と区画されていることから､中野氏･諌山氏の新潟

県出土石棒の編年表(中野･諌山1999)に当てほめれば､縄文時代中期から後期にかけて

のものと考えられるo しかし､形状から判定できる事実のみでその性格を判断することは

危険である｡当遺跡の石器と岩船郡から出土する石棒､佐渡で出土する石錘､もしくは佐

渡で出土する小型の石棒燥との石材･形態の比較を検討する必要があるのでほないだろう

か｡粟島が海に閉まれている以上､新潟県域以外からの搬入も否定はできない｡

4.小 結

遺物が1点のみしかなく､さらにはその性格の判断さえ難しく､遺跡についての言及ほ

もちろん他の出土遺物がなくては詳しい分析には至らない｡粟島島内では､とりわけ先史

時代の様相を物語る資料が少なく､当時の状況を分析しにくいことほ大変残念なことであ

る｡絶海の孤島である粟島と､岩船地方･佐渡島やその他の地域との先史時代の関係の検

討は､島峡の文化の検討を深めるものである｡何より同時代の遣物の資料点数が絶対的に

不足しており､分析が困難な状況を打破するには､正式な調査･研究が待たれるところで

ある｡

(奥山 健一)
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粟島浦村文化財舘所蔵出土地不明遺物

1.はじめに

粟島浦村における考古遣物の所在は『粟島-1972-』においてその放とんどが｢某島公

民館｣とされていたが､踏査時現在それら遺物の大半ほ粟島浦村の｢文化財館｣という場

所に､民俗文化財などと共に-括して収蔵されていたo今踏査中､ F莱島-1972-』記載の

遺物の確認を主たる目的として文化財館内を調査した結果､ 『粟島-1972-』記載の遺物の

ほとんどが確認され､これらのはかに『粟島-1972-』末記載の遺物が確認された.本項

ではこれらのうち出土地不明の遺物について述べる｡

2.遺物について(第4図-7･8)

･珠洲焼 片口鉢(7)

器高13･6cm(片口側)､ 12.6cm､口径約35cm､底径約12.2cm､焼成は普通である｡成形

法はロクロ左回転で､底部調整は静止糸切りである.口縁部ほ片口の左側を含め1/2は

ど破損している｡内面に卸日は認められない｡

･石皿(8)

形状から推測し､石皿とした.この石皿の特徴ほ､左右に3つずつのコプ状の突起､

上に大きなコブ状の突起を持っている｡他の特徴として､凹部があまり深くない｡長

さ37.5cm､幅22cm､高さ約7.5cm｡石材は安山岩である｡縄文時代所産の物と考えられ

るが､石材が安山岩であるため､外部からもたらされたものである可能性が高い｡

(田丸 司)

第3表 粟島浦村文化財館所蔵出土地不明遺物観察表

遺物No,
2､.一i!i

焼成 口径 港南 胎土 備考

庇径 津南(片口側) 色調

1 珠洲焼片口鉢 常温 35 12.6 精良 成形法ロクp左回転,底部銅盤静止糸切り

12.2 13.6 7.5Y5′1 底部にくぽみあり

淑物Na 津感 石材 現長 幡 高さ 備考

2 石1m 安山岩 37.5 22 7.5 右側面に欠扱あり

(単位はⅧ)
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役場診療所遺跡

1.遺跡の概要

内浦部落のほぼ中央部に城山-通ずる道路があり､役場と診療所が所在している｡ここ

は街並より山地-向かったやや高めの傾斜地で､海抜は約10mであるo昔このあたりに寺

があったという｡この役場診療所所在地から出土した遺物は､陶質器物が主である｡

資料の多くは鎌倉後期から室町前期ごろのものであって､観音堂遺跡と同様に､役場診

療所周辺に見られる石造種子仏等との関連がうかがえる｡今臥踏査を行なったが､建物

が建っていたため遺物を採集することはできなかった｡

2.遺物の現況について(第4図-9-14)

以下の遺物は粟島浦村文化財館に所蔵されていたo

･須恵器 杯身(9)

胎土はWt:岩を含む､焼成は瓦質､不良. pクロ成形で右回転であるo 口径は13cm｡口

綾部下約2.5cmの部分が残存しているo色調ほ灰白色(10YR8/1)であるo

･須恵器 瓶口綾部(10)

胎土は黒色粒子､焼成は良好｡口縁部に自然和が見られる｡口径ほ約11cm､上部約2

cmが残存している｡

･陶器片(11･12)
11､ 12共に裏は無紋で､ 11の表は粂線状叩目文を羽状にしたものである｡ 12は4本の

縦と横の凸線で四角のますをつくり､その中へ×形の凸部を入れた文様で形成されて

いる｡ 11は賓の破片と考えられる｡

･珠洲焼 饗口縁部(13)

口辺が大きく表面に粂線状PP目文を横位につけている｡

･土師器(かわらけ?) 底部片(14)

底径は紛7cm､厚さは0.5cmとなっている｡今調査中に新たに確認した遺物である｡か

わらけであると考えられる.外面手持ち-ラ削りが認められるo

(田丸 司)
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まきだいら

牧平遺跡

1.遺跡の概要

この遺跡は粟島浦村字上牧｡下牧に所在する遺跡である｡粟島の最北端の海岸段丘台地

上に位置し､以前は放牧地であったという｡過去に宮田正三氏(当時粟島中学校勤務)が

右舷を採集し､調査の為に来島した県外の研究者にそれを捉供したと言われる｡石銭の明

確な出土地点は不明であるが､広い平坦地があり､遺跡が存在する可能性がある｡

1992年に新潟県教育委員会によって粟島の遺跡分布調査が実施されたoその際に､本遺

跡では磨製石斧(第4図-15)が採集され､現在文化財館に収蔵されているo

2.遺跡と遺物の現況について

遺跡付近は耕作地と薮になっている｡今回の踏査では採集遺物ほ特に得られなかった｡

牧平に畑を持つ方の話によると､最近畑の中で遺物を見ることはないそうであるo

3.遺物の分析

石鉱の情報については､詳細不明である｡

磨製石斧については､出土地点や出土状況は不明である.最大長は9.4cm､最大幅が4.8

cm､最大厚が1.2cmであり､色調は灰色をしているo石材には島内の石と思われる京岩が使

われているようであるQ両面ともにうっすらとではあるが研磨痕が見られ､全体的に滑ら

かな部分が多い｡刃部の半分近く軒こ欠損が見受けられるo

磨製石斧は一般的に弥生後期以降に始まる鉄斧の導入段階までは､用途に適合した形態

に加工されて存続し､基本的な生活の-而を担っていたとされるo

寺野遺跡

1.遺跡の概要

粟島浦村宇野々沢740の21､通称寺野に所在するo海岸に画する台地上に位置するo工藤

孝雄氏が来島浦村小学校長在職中であった昭和22年から27年頃､この遺跡の発掘を行い､

多数の土器片が出土した｡しかし現在まで伝えられている遺物はなく､出土地点も不明で

ある｡ 『粟島』の｢目録｣には｢縄文土器｣ ｢石錬｣とあるが､それらについては未確認で

ある｡

2.遺跡と遺物の現況について

今回は踏査を行っていない. 『粟島』に記載されている遺物についても不明であるo
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もぎきぼた

茂崎畠遺跡

1.遺跡の概要

この遺跡は､粟島浦村宇野々沢710 (通称茂崎畠)に所在する製塩遺跡である｡粟島にお

ける製塩遺跡は-箇所で､従来縄文時代の｢茂崎遺跡｣として記載されていたものを1970

年代の調査で饗塩遺跡と訂正し､通称を｢茂崎畠製塩遺跡｣としたoそれに伴って｢日録｣

も｢縄文土器｣から｢製塩土券｣ -､ ｢石皿｣から自然石-とそれぞれ記載を訂正した｡

古代に於ける製塩の立地環境としては､海藻がよく繁茂する静かな海で､水･燃料の便

が良い所であるから､茂崎島はそれらの条件を満たした製塩に適した土地柄であったとい

える｡土器製塩という作業自体が､土器に海水または鹸水を入れ､煮沸して塩をとるもの

である｡したがって､その関係上､例外もあるがその場で煎熱･焼塩などの土器製塩の作

業を実施したと思われる｡この点から見ても茂崎畠遺跡は海岸沿い(磯)の立地であり佐

渡との立地の類似性からも製塩遺跡として妥当といえよう｡

2.遺跡と遺物の現況について

現在ほ畑になっている.今回の踏査では特に表採は出来なかったo

『粟島』に記載されている遺物についてほ現在文化財館に所蔵されているo胴部破片が

まとめられて袋に詰められていたが､今回は点数の確認などは行わなかった｡また､底部

や口辺部の破片は確認できなかった｡

3.遺物の分析

『粟島』によれば､出土した製塩土器の破片は約120点で､出土地点は下茂崎と上茂崎の

中間辺りであったという｡土器片の内訳は､口辺部破片が6点､底部を含む破片が3点､

円筒状の側面に2孔を有するもの1点で､他ほ胴部破片である｡これらほいずれも輪横手

法による粗製土器で､大体赤褐色から黄白色を呈し､ニ次的に火を受けた小破片であった｡

胎土に細砂が僅かに混じっているものが多い｡その器形についてほ､まず､口辺部ほ①口

唇部が細まらずに比較的胴部の厚さを有するものと, ②口唇部が細まっているものとに大

BIJできるo外側には輪横の跡を残すが､内側には-ケメ調整が見られることから､内側整

形を可能にする胴部が僅かに開いた器形であると考えられる｡そして底部はいずれも平底

をなすo以上の部位の特徴から平底で胴部の開きはあまり大きくないバケツ形ないし鉢形

の器形が考えられる｡この形式は近くでは｢佐渡式製塩土器｣の器形に類型を求めること

が出来るという｡

円筒状の側面に2孔を有するものについては､円筒形有孔土器と思われ､一端のふさがっ

た円筒形の側面に2孔を有したものであると考えられる｡円筒有孔形である所から､この

土器そのもので直接製塩を行うのではなく､製塩過程における製塩用具と考えられる｡用

途としては製塩土器をのせて製塩するための脚台であったと推察される｡

粟島の製塩土器ほ佐渡式製塩土器に類似する点から見て､ 8世紀(奈良時代)を中心と
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したその前後の時期に求めるのが妥当と思われる｡

県教育委員会による確認遺跡

1.概 要

1992年に県教育委員会により分布調査が行なわれた｡その際『粟島』には記載されてい

ない遺跡からも遺物が採集されているo千苅遺跡と名付けられ､採集された遺物は須恵器

片数点であるというが､詳細は不明である｡

(森合 桂子)

こj/ll- 0

ヒ==｡=顎=』==空芸当m
第3国 元公民館遺跡石器実測図

第4表 元公民館遺跡石器観察表

(アミ点は被熱痕跡)

地物No. 穂別 石材 長さ 棉 色調 最大径 欠損部位 備考
6 石棒? 角閃石安LU岩 20.7 6.9 灰色 縦5.7

横6.2

頚部3/5

胴部3/7
欠損部に被熱と見られる
変色(灰赤色)あり

(単位はcm)
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教員住宅遺跡(観音堂遺跡)

1.遺跡の概要

内浦の南寄りにある観音寺の横手に観音堂(やす突観音堂)があり､その後ろ側の教員

住宅のある一帯が遺跡で､墳墓跡とされるo教員住宅があるところは以前観音堂を取り囲

むようにして土手があり､昭和42年12月にこの土手を削って宅地造成が行なわれた｡その

際に樺の根元あたりの土手中から石造五輪塔数基が1列に並んだ状態で出土､五輪塔の前

あたりからは中世のものと思われる骨蔵器などが出土したo現在ほ観音堂横手に五基(放

かに残欠若干)が並んでおり､上には雨除けがかけられて保存されているo観音堂向かい

の硬石塔婆群も同様の状態である｡

2.遺物の分析(第5図-16-23)

内浦地区にある文化財館に保管されている遺物は壷6点分(そのうち完形品は4点である

が1点は島外)､蛮2点､片口鉢2点で､いずれも珠洲焼である.出土状態については不明

な点が多いが骨蔵器であったと考えられ､壷の蓋として片口鉢が使われていたようである｡

(膏岡1994)によるとこれらの時期は壷1､ 3がⅠⅤ期(13世紀末-14世紀末),壷2がⅡⅠ

期(13世紀後半)､壷4ほ不明､蛮1がⅠ期(12世紀後半)､賓2はIII期､片口鉢はいずれ

もⅠⅤ期に位置づけられるものと考えられる｡それぞれの遺物についての概略は以下のとお

りである｡

壷1 (16) :器高21.2cm､底径10.4cm､口径9.7cm､胴径18.5cm､頚部は1､ 2に比し

て開きが少なく､全体的にゆがみがあり中はどがやや膨れている｡ほぼ完形晶で日録の

ところのみ円周2分の1ほどが破損している｡製作技法はロクロ成形で右回転である｡

底部には静止糸切り痕が見られる｡色調は外面が灰色で底部から胴部にかけて部分的に

既が付着しており胴部には-ラでひっかいたような傷がある｡内面は緑灰色である｡胎

土には海綿状骨針が見られ､珠洲の方からの移入晶であると推定される｡時期はⅠⅤ期と

推定される｡

壷2 (17) :器高19.7cm､底径8.4cm､口径10.4cm､胴径17.1cm､捻ぼ完形で､頚部は

やや開いた形状をしており肩部には-ラ措きによる｢×｣の刻印がある｡口縁部分が4

分の1ほど､底部は6分の1はど欠損しているo底面は静止糸切りであるo外面は左回

転のpクp成形が施されている｡胎土には海綿状骨針が見られ､色調は灰色であるo時

期はⅠⅠⅠ期と推定される｡

壷3 (18) :器高19.7cm､庇径8.8cm､口径10.2cm､胴径17.9cm､頚部はやや開いてい

る｡肩部から胴部にかけて櫛角波状文をめぐらし､肩部に｢乙｣状の刻印がみられる｡

器両全体は他を比較して光沢を有す｡時期はⅠⅤ期と推定される｡
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壷4 (19) :器高13.9cm､口径 不明､底径8.6cm､胴部からロ縁部にかけてが欠損し

ている｡製作技法はロクロ成形で､左回転である｡底部には静止糸切り痕が見られる｡

焼成は堅赦で色調は灰白色である｡時期は不明｡

壷5 :不明｡

憲1 (20) :器高42.3cm､底径12.6cm (平底)､口径24.8cm､胴径39.Ocm｡数個に破損

したものを復元したものである.質部より上はpクロ成形である.表面には綾杉状PP打

が施されており､肩部には印花文の刻印が3つある｡内面には無文の当て具痕が見られ

るo胎土は径1-3mmの白色粒子(長石)を1%含む.焼成ほ普通o色調は灰色.時期

ほⅠ期と推定される｡

聾2 (21) :器高34.6cm､底径8.Oc皿(平底)､口径15.6cm､胴径26.5cm､器厚約1.Ocm､

底部3分の1は欠損しているが､底部中央は意識的に穿孔した可能性がある｡底部切り

離しは静止糸切りである｡底部とロ縁部周辺はロクロ成形で､胴部はPP打成形､内面に

は押圧痕､外面にほ綾杉状叩打が施され､なで肩で全体的に薄作りである｡肩の部分に

は-ラ措き文があり､ ｢小｣のようなものである.これは膏岡氏によると｢小｣という記

号文であると推定されるo胎土はチャートを含む.色調は外面がオリーブ灰､内面が線

灰である｡時期はⅠⅠⅠ期と推定される｡

片口鉢1 (22) :界高10.5cm､口径23. 7cm､底径11.Ocm｡胴部に-ラ措き文と思われ

る文様がある｡ロクロ回転は左である｡底部は静止糸切り｡胎土中に径2-3mmの白色

粒子(長石)を2%含むo色調は内外面ともに暗灰色を呈している｡胴部中位に粘土紐

巻き上げ痕を残している｡時期はⅠⅤ期と推定される｡

片口鉢2 (23) :器高14.5cm､口径32.Ocm､底径12cm｡径1-2mmの白色粒子(長石)

を2 %含む.色調は上部が灰色､下部は内外面ともに赤褐色で焼成ほ不良o外面にほ左

回転の.=クロ目があり､内面には15本ほどの浅い櫛目状の卸目がつけられている｡底部

は欠損しており､胴部も若干欠けている｡時期はⅠⅤ期と推定される｡

3.小 結

粟島は｢小泉庄｣の一部として鎌倉時代後期から色部氏の支配下となった.民は上納金

の他に年4回の上納晶を納めることを課されていたo上納晶は主に島の特産物で､飽､海

苔､塩などであった｡上納を受けた色部氏はほるばるやってきた使者を引き出物でもてな

したとの記録が｢義経記｣に残されている｡薬類はこのような上納品を入れる容器として

使われていたものと推定される｡鎌倉時代前期には能登半島以北の北東日本海域は珠洲焼

を中J亡Jとした中世陶磁器の流通圏が形成されていたoその様子を示すものとして南ほ能登

- 16 -



渡･越後文化交流史研究
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第5国 教員住宅遺跡土器実測図(1)
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半島沿岸から北は山形県飛島沖にかけての海底から殊洲焼の賓などが発見されている.節

潟県北部の岩船沖でも珠洲焼の大藍が引き上げられた例があるo岩船津は阿賀野川以北の

港の拠点として重要な位置を占めており､京や奈良から敦賀を経由して都の特産品が運ば

れていた｡珠洲焼もこのルートに乗って新潟津や岩船津などで交易されたものと思われる｡

(大野 安希)

//-喜~--'r}､

15く〉m
I I I

第6国 教員住宅遺跡土器実測図(2)
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第7国 教員住宅遺跡土器実測図(3)
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まとめ

最後に､幾つかの問題について検討し､まとめとしたいo

①牧平遺跡採集の磨製石斧

牧平遺跡採集の摩製石斧は石材に頁岩を使用している｡側線付近に剥離痕の残るもので､

仕上酌ま粗雑であるものの､刃部の刃研ぎは入念である.刃部に刃殿れが認められ､末製

品ではないことがうかがわれる｡大きさは､阿部朝衛氏による分煩(阿部1987)を基準に

すると､大型と小型の中間に位置するが､扇平で意外と重量感に乏しい｡形態的には､頭

部が平らでなく､端部が突出するoその突出部位が中央になく､左右対称ではない｡新潟

県内の磨製石斧産地は大きく南の西頚城と北の三面付近に分けられるが､佐渡でも小木の

長老ヶ平遺跡をはじめとして島外から蛇紋岩や滑石などの素材の石材を搬入して磨製石斧

を製作している｡しかし､粟島出土の磨製石斧は粟島の在地石材で作られた可能性が高い｡

②石 棒

元公民館遺跡出土の石製品は比較的短小で､石棒と有頭石錘のどちらとも決しがたい形

愈的特徴を有しているo残念ながら重量を量ることができなかったが､径約6cm､長さ約

20｡mの本資料は石錘としても問題のない範囲であろう｡しかし､欠損部に被熱痕と考えら

れる灰赤色の変色があり､石棒の可能性を示酸する｡巻町豊原遺跡出土の石棒(前山1994)

にも被熱痕が認められ(註1)､石棒が火の近くで使用された､あるいは積極的に火を伴う

条柁に使用されたことをも暗示させる｡

山本曙久氏によれば､中期中葉期には､山梨県上石田1号住例､長野県北方Ⅰ
-

8号住

例､東京都清水台F 5号住例など炉吐からの出土が注意されるとされ､中期後半期には炉

比内出土､炉石材-の転用例を含めると､住居地内床面上出土例の半数以上を占め､石棒

が炉虻と深い関係を有していたことをうかがぁせるという｡さらに､長野県骨利28号住例

や岐阜県堂の上6号住例のように､石田炉虻脇に有頭石棒を樹立させている例からみても､

石棒と炉虻､すなわち火との結びつきの強さに注目しておく必要があるとされる(山本

1983)o これは中期末･後期初頭期に入っても同様で､石圃炉脇から直立して出土した東京

都船田C -30号住例や有頭石棒が炉石材の一部に用いられた東京都西中野敷石住居例があ

げられている(山本1983)｡以上から､元公民館遺跡出土の石製品は石棒としてよいであろ

う｡南関東から中部にかけての当該期の石棒の扱われ方が粟島まで波及していることを示

している｡

本遺物は､中野純･諌山えりか両氏分類(中野･諌山1999)の単頭石棒1段g炉とされ

る､頭部先端が三角状を呈し､清によって休部と区画されたものに近い｡また､これには

体部が張るものが多いとされる点でも同様な形態的特徴を有する｡中期中葉一後期中葉を

主体とし､後期後集まで散見できるとされ､付近の莱島小学校遺跡で先の中期前葉の土器

以外に南三十稲場式関連の後期前葉の土器(註2)が出土していることと矛盾はない｡

なお､今回の調査では粟島小学校遺跡で過去に出土したとされる無頭の石棒とされるも

のは所在を確認できなかった｡ちなみに､報告されている図によると多孔質の玄武岩とお
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ばしき石材で､実際報告では｢粗粒玄武岩質｣とされ､色調も玄武岩に特有な｢茶黒い色｣

をしていると記されているo地元の石材を使用している可能性が高い.形態的には､一端

が四角くやや平らで､他端が尖り気味であるo中野･諌山両氏分額(中野･諌山1999)の

無頭石棒a掛こ近いものであろうかo時期は中期中葉-後期前葉に認められるとされ､他

に粟島小学校遺跡で確認されている縄文土器の時期と符合する｡大きさは径8.7cm､長さ

57.5cmの中型晶である｡

③彫刻石皿

出土地不明ながら､興味深い資料であるo周縁の高まりのうち一方を解放して掻き出し

口としていることや､立ち上がった縁に広くて平坦な凹み部をもつこと､さらに楕円形に

近いことなどから､安達厚三氏分煉(安達1983)のⅠVa類に相当するo安達氏は石皿の中

には周縁や側線に文様や決り込みを施したり､コブ状突起をつけた装飾石皿とよぶべきも

のがあるとしているが､文様をもつものほⅠIa
･ ⅠⅠⅠ類だけで､コプ状突起はⅠⅤ掛こも見ら

れるとしている(安達1983).まさに､本例は､そのIVa類ということになるoそして､こ

のⅠVa類は縄文前期から後期にかけて認められるという(安達1983)o一方､この種の石皿

は､高橋保雄氏分叛(高橋1992) J類の石皿とされ､その分布ほ長野､富山､新潟南部に

あり､この石皿が確実に粟島島内で出土したものならば､その分布からは離れた飛び地の

ような存在になる.もっとも､海路水上交通で粟島までもたらせられたと考えれば説明は

っく｡時期は､他例が長野県有明山社､女犬原の前期中-後葉､同･梨久保の中期､富山

県古沢Aの晩期とされているが､古沢Aからは中期前葉の土器も出ていることから前期

-中期に絞られる可能性があるとされる(高橋1992).粟島小学校遺跡から出土している縄

文土器には剣野E式に粁似した新保･新崎式等の北陸系の縄文中期前半の土器があり､こ

の石皿も土器ととも軒こ海流に乗って彼の地よりもたらされたものと想定される.粟島例と

病似する古沢A例､佐川例等が､内陸部でなく日本海沿いに分布する点は注目される｡

両側縁が決れるⅠ類は八ヶ岳山麓から群馬の赤城山西麓(三原田遺跡の近隣の瀧帝石器

時代遺跡でも確認) (堀口･谷藤1997)､さらに新潟の魚沼地域にかけて分布するo彫刻石

皿はその後十日町盆地の笹山遺跡(菅沼･阿部･石原･中滞1998)で類例を増加させたo

このたび粟島で確認された彫刻石皿は､文様の対称性からすると石坂氏分額のⅠ
･ J類

との関連性が示酸され､特にJ類との関係が濃厚であるoそのうち佐川例との蘇似性が認

められる｡すなわち､両側縁と後方小口-左右対称忙コプ状隆起が作出されるoその他粟

島例と同様に後方左右の角にコプ状隆起が作出される例に梨久保例があるoまた､コブ状

隆起ではないが､円弧を陰刻するもののうち､栃倉･小平尾･五丁歩各例のような粟島例

と似た左右対称例が存在するo

なお､石皿は石棒とセットで陰陽を表現した出土状態を示すものがあり､彫刻石皿の中

には形態的特徴からも性をシソボライズしているもののある可能性がうかがわれるo

ところで､粟島の石皿は磨り面が浅く､あまり使い込んでいない｡長期の定住ではなかっ

たのであろうかoあるいはまた､漁労資源に恵まれた粟島でほ､植物性食料の獲得にさほ

ど大きなウエイトを置いていなかったのであろうか｡
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第8図 彫刻石皿分布図(高橋保雄1992改図)
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⑥製塩土器

茂崎畠製塩遺跡(本間･計良1972)からは､製塩土器が採集されているが､今回の踏査

でほ採集できず､また文化財館では一部収蔵が確認できたものの､肝心な底部や日録部の

破片を見出すことができなかったQ過去に報告されている資料からすると､平底バケツ形

のものに､有孔脚台が伴う.有孔脚台の燥例は佐渡市の相川小田浜田遺跡や新潟市の北浦

原遺跡などに見られるo他に佐渡市相川馬場遺跡例があり､同じく佐渡市羽茂宿板木例は

透孔でほなく､半円形の決りを伴う.粟島の茂崎鼻製塩遺跡例は一端部が閉じていたかと

も考えられ､独自に変容していることをうかがわせる｡いずれにせよ､佐渡ないし越後側

と交流があった可能性が高い｡時期は奈良時代から平安時代にかけての8
-

9世紀のもの

と推定されるo なお､粟島島内では他に瀬ノ鼻遺跡出土の土師質中実の土製支脚(本間･

計良1972)が製塩土器の脚台になる可能性があるが､実見できなかったので断言できない｡

製塩土器のうち脚台に注目してみると､粟島茂崎畠遺跡例は先述したように通常の単な

る円筒状のものと違って一端部が閉じているようであるo この類例としては､東北地方の

秋田県立沢例(柴田1994)や宮城県江の浜貝塚例(小井川･加藤1994)がある｡閉じてい

る側が上か~Fか問題があるが､使用状態の判明している前者の秋田県立沢例では閉じてい

る側が上にくる.一方後者の宮城県江の浜貝塚例は径の大きい閉じている側を安定度から

下と判断しているようであるoいずれにせよ､束北地方の両者に粟島茂崎畠例は近い.そ

れは地理的な位置から見ても至極当然なことと言えるo粟島茂崎畠例は､新潟県といって

も山形鼎との県境に近い劇ヒ部付近に位置し､額例のある佐渡や越後の遺跡と先の秋田県

でも南部にある立沢例とでは直線距離にしてはぼ等距離である｡粟島茂崎島例が､現在で

は同じ県内の佐渡･越後の燐例よりも､東北の出羽･陸奥の炉例に､より近いという点で､

粟島茂崎畠例の東北との密接な関係がうかがえる｡もっとも､脚台だけでなく､製塩土器

本体の方も問題にしなくてはならないが,大型平底煎燕用土器と簡形脚台のセットという

観点でみた場合でも､能登(橋本･戸潤1994)から越中(岸本1994) ･越後(高橋1999)
･

佐渡･出羽･陸奥などが大局的にはつながってくる｡平安時代の延暦二十- (802)年､東

北の蝦夷経営の国家的な戦略から佐渡の塩120石を毎年出羽国雄勝城に運送することとし､

軍事最前線の出羽に塩が送られたことが『日本紀略』に記されている｡また､ 『養老職員令』

によれば､ 8世紀前半には越後から出羽柵･出羽国-の移民記事がみられる.粟島からは､

より直接的な製塩の技術移転があった可能性が浮かび上がる｡磐舟柵がいつまで機能して

いたか不明であるが､東北経常の前進基地である岩船韓と粟島は水上交通で結ばれ､軍事

物資や人員の供給基地としての役割を果たしていたことが推断される0

ところで､この種の有孔土製脚台のルーツは能登にあるようで､既に8世紀段階に遡っ

て有孔土製脚台が能登に見られるoなお､能登の製塩土器と男鹿半島の製塩土器との輯似

性が既に指摘されている(戸澗1988)o

その後､中世の製塩の実態は明らかではないものの､佐渡をはじめとして中世に塩が焼

かれた場所に｢釜屋｣という地名が残る(中野1987)とされる.粟島の西海岸にも｢釜谷｣

(旧｢釜星｣)の地名や塩釜六所神社の社名が見られる点は注目に催する｡鎌倉時代後期か
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○

第9図 案島･茂崎畠遺跡例をめぐる土製脚台の類例

ら色部氏の支配下に入った粟島にほ､島の特産物である飽､海苔､塩が上納晶として課せ

られたとされるが､まさにそれを物語る地名･社名といってよかろう｡上納晶としての塩

は殊洲焼の壷などに入れられて色部氏のもと-納められたのであろう.

⑤灰粕陶器

粟島小学校遺跡出土の施粕陶器は､灰粕陶器と考えられる｡形態的特徴や､法畳､製作

技法などから愛知県猿投窯の折戸53号窯式後半(斎藤1996)に額似する｡外面底部の回転

系切り痕が残っている点や､粕薬が猿投第ⅠⅤ期から第Ⅴ期までの刷毛塗りでなくなり､口

辺部を和英に浸し掛けした内外面口辺部のみに施されるものになっている点などが決め手
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凡例

●粟島小
▲黒笹90号窯

o折戸53号窯
t3広久手C- 3号窯(東山72号窯)

▼育代寄寓

第10図 粟島小学校遺跡出土灰粕陶器法皇比較図(土器スケール1/6)

である｡また､高台は断面三角形で低く､口辺部端部がやや薄く仕上げられている点など

東山72号窯式に近い｡法畳の口径13.2cm､底径7.3cm､器高2.4cmは同じく東山72号窯式の

ものに近似する｡ただし､この時期の猿投窯ⅤⅠ期の製品は､その前期にみられた東日本を

中心とする広範な供給がみられなくなり､近隣在他の尾張･三河地域の集落-の供給が中

心になる(斎藤1996)とされ､遠方の粟島までもたらされたとするには気掛かりであるo

その点､前代の猿投窯に取って代わって隆盛し､来日本に分布を広げる東濃の窯の製品が

頚城郡域に卓越するとされ(笹沢1999)､束渡との関連も無視し得ない.その場合､虎深山

1号窯のものと法量的には近い｡尾北では猿投窯東山72号窯式に比定される断面三角形の

高台をもつ篠岡27号窯式(蘭藤1996)のものとの炉似性も認められ､他地域からの供給も

勘案する必要性もある.時期は10世紀後葉と推定されるo

粟島に灰粕陶器がもたらせられた背景は明らかでないが､そこで航海や東北経営の安全

を祈る祭把が執行された可能性も考えられるoあるいは､平安時代当時､粟島島内での中

心的な施設でもあったのであろうかoこの場所は現在も岩船港と粟島を結ぶフェ1) -の発

着点となっている良港､内浦港に接しおり､村の主要施設が集中しているo交通･政治上

の拠点と言っても良かろうo

⑥中世陶器

教員住宅遺跡(観音堂遺跡)からは過去に8点の珠洲焼が出土しているo半在にほ､賓･

壷丁種･萱R種･片口鉢等があるo寮1 (20､殊洲では中萱に分類)ほ肩のよく張ったも

ので､ロ縁部の立ち上がりの高く､端部で外反するもので吉岡編年(書剛989)
Ⅰ期に相

当する｡胴部に綾杉文状叩き目が見られる○また､肩部に菊花文刻印が認められるo花弁

は8弁である｡賓2 (21､壷丁種)は細身で口縁部は外反するo聾同様､胴部に綾杉文状

叩き目が見られるo吉岡稀年ⅠⅠⅠ期に比定されるo肩部に｢小｣字状の-ラ書き刻文(記号
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文｢小｣)がある.壷R種は有紋と無紋のものとがある｡前者(18)ほ肩が張っており､肩

部に3条の櫛措き波状文が施されるo波状文にはやや乱れが見られるo頚部直下に｢乙｣

字状の刻文が認められるcロ縁部ほ直線的に外優し､長いo少々ずんく中りしており､吉岡

編年IV期に位置づけられるo後者の無紋のものは2点あり､そのうち1点(17)は長胴の

壷で､口縁部は｢く｣の字状を呈し､内面頚部に弱い稜をもつo肩部に｢×｣と縦5本線

の刻経文が認められるo口唇部の形状などからⅠⅠⅠ期に比定されるoもう1点の壷R
(16)

ほ口綾部がやや立ち気味である｡肩部の張りは前二者の中間に位置するo編年的にはⅠⅤ期

に近い｡体部の刻線は庇かともみられるが､意図的な刻線文の可能性もあるo片口鉢は大･

小があり､前者(23､片口鉢2)は卸し目があり､後者(22､片口鉢1)はそれを欠くo

小型の鉢に卸し目を欠く例はⅠⅢ期まで見られるo前者は休部が直線的になり､内面に卸し

目が15条托ど疎らに浅く施されるo卸し目の1単位の幅は約2cmでⅠⅤ期のものよりもやや

狭い｡口唇部が斜めから水平に移行しつつあり､青岡編年ⅠⅠトⅠⅤ期の過渡期のものと推定

される｡後者は休部外面に-ラ措きの文様があるが､何を表現しているかは不明であるo

口唇部の形状はⅠⅤ期のものに近い｡

以上から､一部賓がⅠ期に位置づけられるのを除くと殆んどがⅠⅠトⅠⅤ期に相当し､これ

らがもしもセットであれば､ ⅠⅤ期を中心とした埋葬と推定されるoあるいはセットでなけ

ればⅠ期からⅠⅤ期に至る埋葬の時間幅を考えることもできるo年代的には14世紀の鎌倉

莱-南北朝期を中心とする時期とみられる｡

一方､役場･診療所遺跡から出土している遺物の中に､珠洲焼の襲A棟が存在するoロ

縁部の肥厚する特徴から吉岡編年Ⅴ期に位置づけられる｡また､刻印部の破片が認められ

るが､その四線格子文は笹神､権兵衛沢1号窯の三線格子文(小田1999)に近いoしかし､

厳密には異なる｡時期ほ室町前期の15世紀の前半頃と考えられ､観音堂遺跡と同様に付近

の石造種子仏群との関係が浪厚で､以前､この辺りに寺院があったという伝蘇と符合するo

その他出土地不明の片口鉢(7)が1点存在する｡大型のもので､内面の卸し目を欠くo

口辺部がやや丸みをもって内轡気味なので､ Ⅰ期に遡る可能性もあるo 口綾部断面形もそ

の時期のものとして矛盾はない｡年代的には12世紀後半ということになる｡

粟島ほ中世､南北朝期の板碑と石像物が知られているが､地頭色部氏の所領であったo

内浦地区には今回資料紹介した役場･診療所遺跡と観音寺周辺の教員住宅(観音堂)遺跡

の2遺跡が存在する｡両者を中心に発掘五輪塔を加えると裕に100を超える134基の石仏･

石塔群がある｡これらの評価に当たっては､ ①領主の色部氏の墓所説(小野田1972)､ ②広

く地方武士や在家あるいはそれ以下の階層までをも含む人々を道立者とする説(中野1988)

などがあるo どちらも魅力的な説であるが､後者は､対岸の本州島の色部領の各階層を意

識しているらしいoそちらから見ると､粟島は西方忙位置し､西方浄土の地に相応しく､

｢聖域｣ ｢霊場｣観念が形成された(品田1999)ということになる.しかし､一方で地元粟

島では領主に海産物を貢納する漁民の暮らしがあったわけであるoさらに､粟島には中世

城館の粟島山城と釜谷城の二つの山城があった(新潟県教育委員会1987)｡これらが常時機

能していたわけではないが､それらを背後に日常は館などの支配拠点で在地支配がおこな
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われていた可能性もあるo有事の時のみの駐留であったかもしれないが､今後､粟島の城

館遺跡の研究を積極的に推し進める必要性があるo粟島在地の人々にも日を向けるべきで

あろう｡

おわりに

残念ながら､新に採集された資料は殆んど無く､既報告資料も縄文土器をほじめとして

収蔵場所とされる村の施設に存在を確認することができなかった｡これは誠に遺憾なこと

であるoその-方で､今まで報告されていなかった石皿を出土地不明としながらも資料化

し､報告することができたことはせめてもの救いであった｡

本調査ならびに報告に当たっては､地元粟島浦村数育委員会､粟島浦村立小中学校､新

潟県教育庁文化行政課､槻新潟県埋蔵文化財調査事業臥村上市教育委員会､村上市郷土

資料館の各磯関と､井藤博明､寺崎裕助､田海義正､羽生令書､古川知明､前山精明､三

ツ井智子､矢田俊文､柳平則子､山本 仁の各氏にお世話になった.末筆ながら厚く御礼

申し上げたい｡

なお､今回の調査体制ほ以下のとおりである｡

調査主体:新潟大学考古学研究室

調査茸任者:橋本博文

調査参加者:

橋本博文(新潟大学人文学部教授),呉緊楠(新潟大学大学院現代社会文化研究科),小池勝

輿,高橋明公子(新潟大学大学院人文科学研究科学生),大野安希,奥山優-,瀬川絵里,

武部美恵子,田辺菜緒莫,田丸司,森合桂子,欠木秀典(新潟大学人文学部考古学専攻生),

青野洋子,甲 雅直,小林なつみ,小林寛莫,坂爪彩子,古川智子(新潟大学人文学部考古

学実習受講生)

(註)

1巻町教育委員会前山精明氏ご教示｡なお､豊原例は顕著な被熱痕を有する｢鍔をもつ

大型石棒｣の頭部破片で､伴出土器から中期中葉前半段階までの可能性が示唆されてい

る｡

2 触新潟県埋蔵文化財調査事業団寺崎袷助氏ご教示.

(橋本博文)
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